Blog #1: 内弟子の一日

私は、１９９６年の４月から２００１年の３月末まで丸５年間アラバマ州バーミングハムで、最高師範の内弟子として稽古した。

内弟子という言葉は今では日本でも死語になりつつあるが英語で言えばprivate pupilか、apprenticeといったところだろうか。職人や芸術、武道といった世界での弟子である。

私は空手の内弟子になったので、とにかく朝から晩まで空手をすることになった。稽古、掃除、食事、睡眠、これを毎日毎日繰り返す。空手寺の小僧さんのようなものである。（昔々、“泳げたいやき君”という歌が流行ったが、本当に“毎日毎日僕らは…”といった感じである。）

月曜のスケジュールは確かこんなものであった。

9:00 ~ 10:30: 内弟子クラス

10:30 ~ 12:15: ランチタイム・クラス

2:30 ~ 3:30: 内弟子筋トレ

3:45 ~ 4:30: 子供クラス１

4:30 ~ 5:15: 子供クラス２

6:10 ~ 7:00: 大人ビギナー・クラス

7:00 ~ 8:00: 大人アドバンス・クラス

全てのクラスで誰よりも汗をかき、大きな声を出す。その稽古の合間や後に掃除、雑用、食事の準備・片付けをやる。そう、午後の昼飯の後は昼寝のトレーニング？もあった。今でもその習慣が抜けず、ランチの後は眠くなる。いや、眠っている。夜、１０時頃、食事の後片付けが終わって日誌を書いたら、もう寝る時間である。

どんなに疲れていても、風邪を引いても、頭痛・腹痛・発熱、ただ単に稽古したくなくても指の骨が曲がっても、あばらがシクシク痛くても必ず朝はやって来て、内弟子稽古は始まった。言い訳無用。待ったなしである。見学などという言葉は全くない。ある三ヶ月だけいた内弟子がぼそっと言った。「朝が怖いです…」　厳しい稽古がすぐ始まるのが怖いのである。逃げられない環境にいるのが怖いのである。

古い内弟子でも個人差はあれ、朝は一様に機嫌が悪い。「ああ、良い天気だな。」とニコニコしている余裕はない。朝の内弟子稽古に向けて心の内で葛藤しているのである。

そんな環境の中で何年か稽古していると、どんな体調、状況でも何とかなるだろうと思うようになってくる。必死にこの一クラス、次の一クラス、この一日、次の一日とやっているうちに何とか乗り切るのである。今思うに、押忍の気持ちが強くなるのだろう。

環境というものが人を強くするのではないだろうか。動物でも植物でも厳しい環境にいる方がタフなような気がする。厳しい環境で弱い自分を見つめ、自問自答しながら、自分から逃げずに自分のやり方を見つけ、やりきるところに自分の個性が光り、自信をつけていくのではないだろうか。

人間は弱い存在なので、ふと気づくと楽な方、やりやすい方にと行ってしまいがちだが、ある時期には厳しい環境や、良き師を持ち、何かにチャレンジして全ては自分の責任として自分を磨いてみるのは大切なのではないだろうか？

最近、面倒なことには全く手をつけず自分の好きなことしかやっていなかったので、「おい、何かしろよ。」と最高師範に怒られてしまった。オープン・ハウス、道場ランニング、ピクニック…　ブログも月に一度くらいひっそりと出してみようかと思っている。
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